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町
民
の
皆
さ
ま
に
、
ま
ち
の
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
に
役
場

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
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自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
活
動
団
体
が
自
主
的
、
主
体
的
に
企
画
、

実
施
す
る
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
町
が
補
助

し
、
個
性
、
地
域
性
豊
か
な
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
主
体
で
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た
美
幌
町
独
自
の
補
助
制
度
で
す
。

　
町
民
活
動
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行
動
力
を
生
か
し
、

ま
ち
を
明
る
く
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
対
し
、
活
動
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
、
飲
食
費
、
人
件
費
、
そ
の
団

体
の
経
常
的
な
運
営
維
持
管
理
費
等
を

除
い
た
経
費
の
２
分
の
１
以
内
、
　
万

円
を
上
限
に
、
ま
た
、
新
た
な
設
備
投

資
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
１
０

０
万
円
を
上
限
に
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
の
期
間
は
原
則
１
年
と
し
て
い

ま
す
が
、
最
大
３
年
ま
で
継
続
可
能
な

た
め
、
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
団

体
や
、
既
存
の
活
動
を
発
展
さ
せ
た
い

団
体
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 
こ
の
補
助
事
業
は
こ
れ
ま
で
、
み
ど

り
の
村
の
わ
ん
ぱ
く
塔
建
設
費
や
ビ
ー

ボ
ち
ゃ
ん
Ｐ
Ｒ
費
、
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

の
や
ぐ
ら
製
作
費
な
ど
に
補
助
し
て
お

り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
「
ま
る
ま

ん
ま
」
製
造
に
係
る
設
備
投
資
費
用
の

補
助
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政

が
主
導
で
行
っ
て
き
た
部
分
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
自
治
基

本
条
例
」
の
基
本
原
則
に
も
あ
る
よ
う

合
同
会
社
び
ほ
ろ
笑
顔
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

７
３

‐
５
２
５
１

（
美
幌
商
工
会
議
所

内

）
へ

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
お

互
い
が
力
を
合
わ
せ
、
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
奨
励
事
業
が

そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
・
問
合
せ
・
申
請
は

　
住
民
活
動
担
当
（
内
線
３
４
６
）
へ

い

る

店

舗

も

多
く
、
次
回

月

出

荷

分

の

ご

予

約

を

受

け

付

け

て

い

ま
す
。

<

問
合
せ
・

　
ご
予
約

>

は

活動団体 町
～　申 請 の 流 れ　～

　
合
同
会
社
び
ほ
ろ
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
美
幌
豚
を
原
料
に
し
た
醤
油
「
ま

る
ま
ん
ま
」

の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
美
幌
高
校
で
規
格
外
野
菜
の
み
を
飼

料
に
し
て
育
て
た
豚
肉
を
使
っ
て
作
ら

れ
て
い
る
醤
油
で
、
旨
味
成
分
が
普
通

の
醤
油
の
２
倍
近
く
含
ま
れ
て
い
る
調

味
料
で
す
。

　
好
評
に
よ
り
既
に
品
切
れ
と
な
っ
て 町で作成した刊行物を設置

　
元
町
に
戸
長
役
場
が
で
き
て
か
ら
第

一
号
に
商
売
を
は
じ
め
た
の
は
生
田
錫

三
郎
さ
ん
で
コ
タ
ン
（

集
落
）

の
人
を

相
手
に
明
治
　
年
の
開
業
と
あ
る
。

　
そ
の
後
、

　
年
に
磯
江
商
店
が
開
業

し
た
が
そ
の
時
の
戸
数
（

世
帯
数
）

は

約
　
戸
だ
っ
た
。

　
明
治
　
年
に
は
市
街
地
の
区
画
割
が

で
き
、

大
通
り
を
中
心
に
東
一
条
か
ら

西
一
条
、

南
二
丁
目
か
ら
北
一
丁
目
ま

で
の
番
地
が
定
め
ら
れ
、

そ
の
こ
ろ
か

ら
商
店
が
立
ち
並
ん
だ
。

　
そ
の
当
時
の
物
価
は
次
の
と
お
り
。

　
　
白
米
一
俵

(

　
㎏

)

８
円
　
銭

　
　
白
麦
一
俵
（
　
㎏
）
６
円

　
　
清
酒
一
升
（
　
ℓ
）
　
銭

　
大
正
元
年
、

鉄
道
開
通
と
共
に
商
売

競
争
も
激
し
く
な
り
、

荒
物
雑
貨
店
が

主
だ
っ

た
が
次
第
に
専
門
店
が
増
え
、

大
正
　
年
に
美
幌
商
工
会
議
所
が
で
き

た
。

地域のために○○がしたい 

活動を拡大したいが… 

 という思い、考えを… 

予備審査（書類審査） 
必要書類にもれ、不備がないかを一緒に確認します 

本 審 査 
審査委員会で審査をします 

企画提案書・団体調書 

事業収支予算書 

否とされた場合 

可とされた場合 

事業終了 

事業報告書・収支決算書 報告内容の審査 

補助額の最終確定 

事業開始の 

２か月前までに 

 事業内容を検討し再申請も可能です。 

申請書類の審査 

必要に応じて概算支払 

アイデアや思いはあってもどう

やって表現したらいいのか分ら

ない。こんな悩みをお持ちの方

は、ぜひご相談ください。 

50 

事業の発案・計画 

通知・概算支払 

補助金申請 

通 知 

申 請 

報 告 

確定通知 

事業実施 

22 33 

50 

36 

60 

60 

1.8 

50 

15 

11 

60 

私は・・・生きています。一生懸命生きています 

 トイレもお風呂も自分では出来ません・・・ 

 それでも、一生懸命、生きています 

私はこれからもボロボロになるまで前に向かって生き抜きます 

 そして、その姿を子ども達に見せたい・・・ 

 そして、私が死ぬ時「パパは頑張ったよ」と言われたい・・・ 

 そして、私の子供に子供が産まれたら「パパは頑張ったよ」と言われて欲しい 

 そんな親になって欲しいと思います・・・ 

 皆さんもそんな親になってください・・・  講師 はまみや さとし 氏 

明治３３年に開業した磯江商店 

〈出典：美幌叢書 第４号 美幌歴史写真集〉 

講
師
の
濱
宮
氏
は
、
 
歳
の
時
に

棒
高
跳
び
の
練
習
中
、
首
の
骨
を

折
り
、
車
椅
子
の
生
活
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

 

生
き
る
希
望
を
無
く
し
、
自
殺
を

考
え
る
毎
日
。
そ
ん
な
状
況
か
ら

立
ち
直
れ
た
の
は
奥
さ
ん
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
多
く
の
人
々

の
助
け
に
よ
る
も
の
。

 

「
勇
気
と
感
動
」
「
笑
い
と
涙
」

「
や
る
気
と
元
気
」
が
も
ら
え
る

お
話
で
す
。
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まち育新聞 2012年(平成24年)８月１日　(水曜日) （２）

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で

、
関
心
・
興
味
の
あ
る

方
は
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
現
在
は
女
性
　
名
、
男
性
３

名
の
会
員
で
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
、
情
報
・
知
識
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
客
の

皆
様
に
親
切
な
お
も
て
な
し
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
美
幌
町
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
は
美
幌
町
の
新

エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
取
り
組
み

の
お
話
で
す
。

　
町
で
は
、

環
境
の
保
全
と
循

環
型
の
社
会
を
目
指
す
た
め
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
計
画
的
に
導

入
し
て
い
こ
う
と
「

美
幌
町
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ

ン
」

を
平
成
　
年
に
策
定
し
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、

あ
ら
か
じ
め
美

幌
の
地
域
特
性
を
検
証
し
て
、

導
入
に
「

適
し
て
い
る
」

と
、

判
断
さ
れ
た
次
の
４
つ
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
重

点
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

①
太
陽
光
発
電

　
道
内
で
も
日
射
量
が
多
い
と

さ
れ
て
い
る
管
内
の
特
性
を
生

か
し
て
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電

モ
ニ
タ
ー

事
業
を
実
施
し
普
及

を

進

め

て

い

ま

す
。

こ

こ

数

年
、

普
及
が
進
み
、

町
内
の
設

置
住
宅
は
計
画
当
初
か
ら
累
計

で
１
３
０
戸
を
超
え
ま
し
た
。

他
に
小
学
生
対
象
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー

教

室

を

開

催

し

て

い

ま

す
。

②
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
Ｂ
Ｄ
Ｆ

　
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

としご
林
バ
イ
オ
マ
ス
吸
収
量
活
用
推
進

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
推
進

協
議
会
で
は
多
く
の
企
業
と
森
林

整
備
協
定
を
結
び
、
企
業
活
動
な

ど
を
通
し
て
排
出
し
た
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
、
町

な
ど
が
行
う
森
林
の
整
備
事
業
に

投
資
し
て
も
ら
い
、
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て

相
殺
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
「
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
窓
口
は
役
場
別
館
２
階
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

 
森
林
担
当
で
は
有
害

鳥
獣
の
駆
除
や
捕
獲
許

可
な
ど
の
狩
猟
に
関
す

る
事
務
や
、

森
林
の
整

備

、

山

火

事

予

防

運

動
、

林
道
の
維
持
管
理

な

ど

を

行

っ

て

い

ま

す
。

　
ま
ち
全
体
の
約
６
割

の
面
積
を
占
め
る
地
域

資
源
の
森
林
を
適
切
に

管
理
し
な
が
ら
、

二
酸

化
炭
素
の
吸
収
量
の
増

大
を
目
指
す
た
め
、

足

寄
町
、

滝
上
町
、

下
川

町
、

美
幌
町
の

４

町
で

森

す
る
サ
ー
ビ
ス
、
観
光
宣
伝
紹

介
活
動
と
美
幌
の
観
光
に
少
し

で
も
役
立
て
れ
ば
と
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と

な
る
５
月
の
「
美
幌
峠
ま
つ
り

」
を
始
め
と
し
、
「
美
空
ひ
ば

り
」
歌
碑
清
掃
、
「
美
幌
観
光

和
牛
ま
つ
り
」
な
ど
美
幌
町
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
満
別
空
港
か
ら
美

幌
峠
行
き
の
バ
ス
に
同
乗
し
バ

ス
ガ
イ
ド
と
し
て
乗
客
の
皆
様

に
笑
顔
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（

思
い
や
り
）
の
心
を
も
っ
て
美

幌
町
の
名
所
、
美
幌
峠
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

くば のや

　
昭
和
　
年
か
ら
活
動
を
始
め
今
年

で
　
年
目
を
迎
え
る
美
幌
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

は
美
幌
観
光
物
産
協
会
に
よ
る
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
受
講

し
、
そ
の
修
了
者
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
、
明
る
く
目
立
つ
「
赤
色
」
の
ブ

レ
ザ
ー
を
着
て
、
主
に
観
光
客
に
対

2010年に新ひだか町で開催された全道大会
（2007年（2回目）に美幌町でも開催されました）

におじゃましました

ル
燃
料
）
と
は
、
植
物
油
を
原

料
と
し
た
軽
油
の
代
替
燃
料

で
、
町
で
は
家
庭
や
飲
食
店
の

使
用
済
み
の
廃
棄
食
用
油
を
回

収
、
精
製
し
て
再
利
用
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
４
、
１
６
８

㍑
を
精
製
し
、
町
の
公
用
車
や

ご
み
収
集
車
な
ど
の
代
替
燃
料

と
し
て
一
部
再
利
用
し
て
い
ま

す
。

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

　
山
林
が
豊
富
な
町
の
特
性
を

生
か
し
、
伐
採
時
に
生
じ
る
残

材
や
間
伐
未
利
用
材
を
利
用
し

木
質
チ
ッ
プ
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト

に
加
工
、
製
造
し
て
専
用
の
ス

ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
源
と

し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
は
ペ
レ
ッ

ト
ス

ト
ー
ブ
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
や
峠

の
湯
び
ほ
ろ
に
は
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
、

灯
油
や
重
油
の
代
替
燃
料
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車

　
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
二
酸
化
炭

素
や
排
気
ガ
ス
の
排
出
が
少
な

　今回は

い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
導
入

を
推
進
す
る
も
の
で
、
公
用
車
に

導
入
し
た
ほ
か
、
最
近
は
国
の
エ

コ
カ
ー
補
助
金
・
減
税
効
果
も
あ

り
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
の
導
入
が
盛

ん
で
す
。

●
計
画
の
目
標
と
導
入
状
況

　
導
入
計
画
を
進
め
る
際
に
目
安

と
し
て
設
定
し
た
目
標
値
は
、
地

球
温
暖
化
の
要
因
と
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
な
ど
）

の
排
出
削
減
量
で
す
。
計
画
の
最

　
　
　
　
終
年
度
と
な
る
平
成

　
　
　
　
年
ま
で
に
、
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
時
（
　
年
度
）
と
比
較

し
て
１
年
間
で
「

１
、

５
７
４

㌧
」
削
減
す
る
目
標
と
し
、
計
画

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
の
導
入
実
績
に
基

づ
く
削
減
量
を
算
出
し
て
み
る

と
、
年
間
で
「
１
、
５
７
９
㌧
」

と
な
り
、
計
画
期
間
の
中
間
点
で

目
標
を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
な
る
上
積
み
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
削
減
量
の
増
加
が
地
球
温
暖
化

防
止
に
結
び
つ
き
ま
す
の
で
、
今

後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町の新エネ導入の取り組み 

バ
ス
は
 
月
８
日
ま
で
毎

日
２
便
運
行
し
て
お
り
、
観

光
ガ
イ
ド
は
土
・
日
曜
日

の
午
前
中
限
定
で
す
。

 

 

木質バイオで新エネ推進！ 
導入計画の基となる美幌町地域新エネルギー 

ビジョンの中で「適している」とされたエネ 

ルギーのうち、最も温室効果ガスの削減効果 

が高い「木質バイオマス」をご紹介します。 

  

●バイオマスとは？            

生物資源（バイオ）の量（マス）を表す言葉で、再生

可能な生物由来の有機性資源（化石燃料除く）のこと

をいいます。主なものでは家畜のはいせつ物や食品廃

棄物、下水の汚泥、林地残材などがあります。  

 

●木質バイオマスとは？ 

木材からなるバイオマスのことで、主に樹木の伐採な

どで発生する枝や間伐材、森林に放置されている林地

残材、のこくず、端材、住宅の解体材などです。  

 

●木質バイオマス燃料とは？ 

樹木を活用する燃料は、薪（まき）や炭がありますが、

より利用しやすくするためにチップやペレットに加工

して暖房などとして活用します。 

  

        

 

 

 

 

 

 

●地産地消でエコに貢献 

  木質バイオマス燃料は灯油などの化石燃料と比べ、地

球温暖化の原因である二酸化炭素の排出量が大幅に少

ない燃料です。地域の森林で伐採された残材などをそ

の地で加工して消費する「地産地消」を推進すること

により、運搬の際に発生する排気ガスの抑制になり、

より大きな削減効果につながります。 

  

  

残材などの

端材を数セ

ンチ角の大

きさに切り

砕いたもの

です。 

残材などの

端材を破砕、

粉砕してオ

ガ粉にして

乾燥し、固

めたもので

す。 

チップ ペレット 
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24 

63 

19 

27 

19 

10 

 皆さんもそんな親になってください・・・  


